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岡山市保健所新型コロナウイルス感染症保健衛生対策本部



フェーズの切り替え



対策のスローガン

•三密回避

•新しい生活様式

•感染リスクが高まる「5つの場面」

•ユニバーサルマスク

•フィジカル(ソーシャル?) ディスタンス

•標準予防策の徹底

•感染症対策の基礎の徹底



対策スローガン

三密の回避と接触機会の削減

•3/9専門家会議 3/28基本的対処方針

新しい生活様式

•5/1専門家会議提言

感染リスクが高まる「5つの場面」

•10/23新型コロナウイルス感染症対策分科会提言



新型コロナウイルス感染症対策
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本部立ち上げと指揮命令系統

行動モニター/自主点検活動



標準予防策

•感染の有無にかかわらず、血
液などの体液（汗を除く）は、
感染性があるものとして素手
で扱わない

•粘膜面も素手で扱わない

•正常でない皮膚には素手で触
らない

+ 手洗い

+ 咳エチケット

•使い捨て手袋

+手洗い

•マスク 要する
に普通
のケア



「疑い例または単発」という状態

咳や発熱がありながら検査実施に至っていない人が3人以上でてき

ているとき

検査結果が判明するまでの利用者

検査結果が陽性で感染症して医療機関への入院を待っている間



当該個人への対応で必要なこと

•個室収容

•集合活動への参加停止

•接触感染予防策: ガウン着用

•飛沫感染予防策: フェーシー
ルドやゴーグル着用



未発生期対応から切り替える際の注意

•切り替わったケア内容を明示しておかないと伝わらない

•勤務帯によって切り替わったことが伝わっていない
• 接触感染予防策としてガウンを使用する場合の約束の明示

• 特に一ケア毎での交換/廃棄ができない場合は

•ガウンの表裏
•着脱衣の方法
•保管方法を

• 事前に決めておく必要がある



複数患者発生では

複数の疑い患者から同時に陽性が出る場合(通常は

稀)

個人の患者発生について保健所が接触者調査を実施

して複数の患者が出る場合(通常はこのパターン)



大事になってしまっているので状況が
変わったことの周知等は不要

•ゾーニングの決定
• 患者収容場所

• 接触者収容場所

• それ以外の利用者の収容場所

•追加的検査の実施体制

•患者の健康観察体制

•接触者の健康観察体制

•介護職員の勤務体制

•利用者/家族への情報提供

日頃やらない
ことをいっぱ
い決めないと
いけない



そのための対策

様々な対応を決めるための本部体制構築が必要

個々のケアは変わらない

多数のケアに一人づつガウンを変えられないから

• コホーティング(陽性患者や接触者を一区画に集める)する

• ゾーニング(コホーティングした区画への立ち入るルートと退出するルー

トを区分する)する



基本的には保
健所の指示で
実施すること

になる

こちらはコホーティングした病室の
ゾーニング



本部構成

本部長

総務/財務 情報分析 後方支援 実行部

感染管理

患者管理

広報

•確定患者の医療管理

•接触者調査

•濃厚接触者の管理
• 医療的管理

• 勤務管理

•外部との連絡
• 広報

• 問い合わせ対応
保健所

県庁クラスター対策班


